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原子濃度 r>0.2の範囲での計算値は仮想 Gel_xSnx固溶体のものと対応 し,x-0,0.5
及び1の時のエラーバーは遮弊関数の異なる近似によるばらつきの範囲を表す｡Fig.5か
ら体積の飛び△D.(I)はXの関数として単調であるが,GeとSnの直線的な補間からそ
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